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①H22.10 小規模校の廃止基準を従来より拡大する「公立高校の振興方針（骨子）案」が提示。 
 ⇒（垂水市の対応）高校存続の危機→見直しの要望を行う。(県内で最初) 
 
②H22.2伊藤知事「地域間格差是正の観点から、（県教委に）見直しをお願いしている」。 
県教育長は「今後は骨子案の廃止基準にこだわらず、学校単位で検討したい」と、地域の実情や歴史

的な背景を考慮し、個別に対応する方針→大隅地域の公立高校の充実・振興策を検討する委員会を設

置。 
 ⇒（垂水市の対応）市全体の問題として危機感を持ち、現状打開と早急な準備・活動のために「振

興・支援」に向けた体制づくりと｢振興支援策｣の確立。 
 
 
①｢垂水市に垂水高校がないといけない地域事情｣の確立 
・本市になくてはならない教育施設としての位置づけ 
・本市全体の共通認識 
 
②生徒増(魅力ある高校)＆地域づくりの一環としての支援策 
・市及び関係団体等による取り組み 
・垂水高校の経営方針・教育方針に基づく振興 
 
 
 

①「垂水高校へ進学しょうとする動機・選択」を増加させる 

②「高校・市・民間・関係団体それぞれの振興・支援策」を具体化する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

①現中学生の進学選択の自由を損なわないように配慮すること。 
②高校、市、市民、県教委、関係団体等それぞれの立場・責任・役割・やるべきことに留意する。 
③「魅力ある垂水高校づくり」は主体はあくまでも高校、生徒、保護者であること。 
 
 
◎生徒増につながらなかった主な要因＝垂水高校が入学したい｢魅力ある垂水高校｣でなかった。 

解決すべき現

象の要因分析 
現象の把握 要因毎の

解決策 

実施体制の

構築と実践

振興策＝学校・関係機関等で

解決すべき＆できる項目 

良い面 プラスをさらにプラスへ

振興・支

援の指針

支援策＝関

係機関の連携 

○入り；受験希望者の増加 

○中間：充実した学校生活 

○出口：進学・就職、良き社

会人の育成→(生徒増)→｢高

校生の健全な育成に寄与｣ 

1，取り組みの背景 

２，垂水高校存続・振興事業の目的 

３，改善の方向性について 

４，振興・支援策作成過程で留意すること 

５，望まれる高校の姿とはなにか？→｢魅力ある垂水高校｣の定義づけ 
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→では、どのような学校が｢魅力ある垂水高校｣なのか？ 
○受験生にとって＝「受験したい、進学したい｣と思える垂水高校 
○受験生保護者にとって＝｢受験させたい、進学させたい｣と思える垂水学校 
○高校在学生にとって＝「夢･希望がかなう学校、充実した学校生活を送れる学校」 
○在学生保護者にとって＝「在学･卒業時に子供を通わせて良かったと思える高校」 
○垂水市にとって＝「垂水高校の生徒数が増え、垂水高校(生徒)の元気のよさがまちの活性化につ
ながる」 
○市教委にとって＝「垂水高校の生徒数が増え、垂水高校(生徒)の元気よさが市の教育振興につな
がっている」 
○民間団体・市民にとって＝「地域の人々が信頼し、期待すると同時に、協力を惜しまない」 
                    ↓実現 
◎垂水高校＝上記の思いがかなう｢魅力ある垂水高校｣であり、生徒数の増加につながっている。 

 
(現象的には) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ａ 現状分析・情報収集           ：存続対策部門 
Ｂ 課題解決の指針・プラン作成       ：存続対策部門 
Ｃ 具体的振興策の提示           ：存続対策・振興対策部門 
Ｄ 関係各主体の振興策の実施、進捗確認   ：振興対策部門 
Ｅ 広報等による垂水市全体での協力・取り組み：振興対策部門 

※｢存続対策部門｣＝｢魅力ある垂水高校づくり検討会議｣（垂水高校存続に関する全ての調整を行う） 
※｢振興対策部門｣＝主体は「垂水高校振興対策協議会(平成 9年 5月設立)」（存続対策部門で示され
た方針をもとに垂水高校の振興対策施策の企画、調整、実施等を行う） 
(メンバー)行政・市議会・県議会議員・市Ｐ連会長・垂水高校 PTA会長・市振興連会長外 17名 
 

 

視点Ａ；◎なぜ「垂水高校を存続」させないといけないのか？→何のためにするのか＝目標・指針へ 

今後の取り組み

キーワード 
｢魅力あふれる垂水高校｣ 

生徒数の増加を図る 入り；受験希望者の増加 
中間：充実した学校生活｢和学行｣

出口：進学・就職、良き社会人 

地域に貢献し、地域に支えられる高校づくり （活力があり、特色のある垂水高校づくり） 

６，「振興支援策」及び『在り方（案）』策定の事務作業の流

７，垂水高校の現状 と これまでの存続対策の検証 
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視点Ｂ；◎今の状態はどうなのか？（→それがなぜ生徒数減につながったのか？） 
・多様な志望動機と「少子高齢化」との関係 ・今までの取り組みの検証 

 

－1；■現状分析：今の状態はどうなのか？ なぜ、このままだと「存続」できないのか？  

⇒H23.4入学者 全市内中学進学者 26％、普通科 23人（定員 40）、生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 24名(定員 40名) 
（市内生徒の占める割合）普通科 23名中 20人（87％）、生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 24名中 16人（67％）、全体 47名中 36名
（77％） 

☞【検証結果】 新統廃合基準数値の 3項目のうち 2項目該当。 特に在籍者総数、市内からの進学
率が低い。 
 
－2；■なぜ垂水高校の存続を望むのか？（存続しないとなぜ困るのか？）  

⇒ｱﾝｹｰﾄや会合等での意見聴取 ⇒◎研究報告書『垂水高校の存在意義と地域振興について』(全 11p)作成 
[意見例] (生徒)少人数のきめ細やかな指導。素晴らしい学校。親への経済的負担への配慮等。 
(保護者) 地元の垂水市で学びさせたい(安心安全)。生活・経済問題への影響。選択肢・人生設計の変
更。 
(市民) 市の活力・イメージの低下。郷土への愛着をもち、地域産業や活力ある地域づくりに貢献
する若者の人材不足懸念。保護者・生徒の人口流出。まち全体が若さを失っていく状態への懸念。 
 
☞【検証結果】 ｢垂水高校｣は長年にわたって伝統と校風を築いてきており”地域に貢献する人材の育
成にも資する重要な存在”であり、地域の活力に大いに貢献してきた。これまでの垂水高校が地域に
果たしてきた役割を充分に踏まえ、地域の生徒・保護者・住民に大きな不安を与えることなく｢垂水

高校｣の存続と振興を図る必要があり、それが“地域の絆”と“地域力の礎”となる。 
 
－3；■何を改善すべきなのか？（生徒増につながる要因はなにか） 

【検証した事項】 
(1)中学校卒業生の進路状況・選択理由等分析 

⇒分析結果 ①公立・私立進学割合は県平均と同じ。 ②家庭学科系進学率は県の平均の 3倍。 
③普通学科進学割合は県平均より少し低い。④地域特性として農・工業系が若干多い。 ⑤普通科進

学者のうち鹿児島市への進学者が多く、ほとんどが進学校。⑥少子化による全体的なパイの視点。 
 
☞【検証結果】今後の少子化の状況を直視し 5or10年間を俯瞰し、急激な生徒増は望めない状況下で
の対策としては、 
ａ普通科 ・農、工業計高校進学者への普通科高校から専門大学・専門学校進学選択への施策。 
     ・市外進学校希望生徒・保護者の要望に対応できる高校となるための施策。 
ｂ生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 ・垂水市からの進学者増を図りながらも、全県学区である点を生かし県下から生徒

が受験希望するようになるための施策(資格等受験補助、交通費補助、下宿対策等) 
 
(2)垂水高校の進路状況分析 

⇒国公立大合格 3名、就職決定率 100％、全体の 5~6割進学・5～４割就職 
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☞【検証結果】垂水高校の進路状況を正しく伝えるため市民・中学生の情報提供が必要。 
(3)行政・民間の支援状況分析 

⇒市からの補助金 10万円を「垂水高校振興対策協議会」を通して補助。他の支援等はない。 
民間のイベント・各種大会等において垂水高校の出番や活躍の場がない。 
 
☞【検証結果】(結果)生徒減が垂水高校と地域の交流が少ないことも一因ととらえ、「垂水高校」にお
いてもなお一層地域と連携した活動を実施し「地域に必要とされる高校」となり、行政・民間も最大

限にバックアップする施策が望まれる。 
 
(4)垂水高校の魅力ある・特色あるものの状況 

⇒現況の生徒・受験生減から判断し、少子化・現生徒数の状況により、「少人数の良さ」はあるもの

の、垂水高校が生徒増につながるそれ以外の「魅力ある・特色ある高校」を作り出せていない。 
 
☞【検証結果】今後の「地域への貢献、地域からの支援」や「振興支援策」の実施過程で生徒増につ

ながるものを生み出す必要がある。 
 
(5)垂水高校及び垂水中央中学校の生徒・保護者の意識状況調査 

【調査の目的】(目的) 垂水高校のイメージ及び現状等の把握と原因を探りながら、｢魅力ある垂水高
校｣づくりの一歩となる方策を生み出し、「それぞれが主体的に何をしていったらよいか」のデータ

収集および分析のため 
【設問及び分析事項】 
①．垂水高校の廃止・統合問題に対する意識調査結果  
⇒全体で「反対・存続希望」が68％、「（統廃合も）仕方ない」が27％。ただし中学校保護者の「仕 
方ない」の回答が 40％を占める。 ☞【検証結果】(結果)中学生保護者の意識改善が急務。 
 
②．高校進学に対する意識調査 
⇒中学生の進学を決める要素は 1 位「学校のイメージ」。進学を検討している高校別でのクロス集計
の結果からは、垂水高校を選択した回答者は概ね「通学に便利」が高く、垂水高校以外の公立を選択

した回答者は普通系で「進学に有利」、専門系で「就職に有利」、私立高校を選択した回答者は「学校

のイメージ」が高い結果。 
☞【検証結果】(結果)垂水高校の受験者増は｢学校のイメージ｣｢進学に有利｣「就職に有利」の改善が
望まれる。 
 

③．高校生活等に関する意識調査 

ａ学校生活について⇒約 34％「楽しい」、「普通」約 58％、「楽しくない」約 8％ 
☞【検証結果】楽しい学校生活が送れるような取組みが必要。 
ｂ進路について⇒「目標がある」約 60％、「未定」約 40％  
☞【検証結果】それぞれの状況に見合った丁寧なキャリア教育が必要。 
ｃ学習環境⇒ほとんどの生徒が「よい」「普通」と回答。ただし施設・設備の改善要望あり。 
ｄ部活動等の活動⇒｢充実している｣61％ ☞【検証結果】約 40％「充実していない」層の充実度を
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高める。 
ｅ課外活動(社会貢献活動)⇒｢充実している｣58％ ☞【検証結果】約 40％「充実していない」層の充
実度を高める。 
ｆ垂水高校の良いところ、改善したいところ 
⇒◎良いところ／118 人中 102 人が記入 
・少人数（小規模校） → 先生と親しみやすい、目が行き届くみんなが活躍できる 
・コミュニケーション 
→ 生徒関係 → 男女仲が良い、上下関係が厳しくない 
→ 先生 → 指導が丁寧、分かりやすい、相談しやすい、熱心である 

・学校環境面 → 通学が便利、静か、きれい、明るい、校訓がよい 
・進路面 → 就職率が高い、様々な可能性がある 
⇒◎改善したいところ／118 人中 65 人が記入 
・学校施設 → エアコン、売店、校舎の美化、冷水機、トイレ 
・学校イベントの充実 → 行事を増やす、文化祭等の土日開催 
・通学方法 → バイク免許取得、バス通学 ・あいさつの仕方や礼儀 
☞【検証結果】「少人数だから」というキーワードが特に重要で 38 人の生徒が上げており、「小規模
校」のメリットがうまく生かされ、それを多くの生徒が認識しているものと思われる。 
一方、改善したいところは、多くは「学校施設」特に「エアコンの設置」に関するもの。 
また、「学校イベント」については、「本校でしか学べないような宿泊学習や特色ある行事の開催」

や「地域とのつながりを深めるために、文化祭や体育祭の休日開催」や「バイク免許取得」あり。 
 
④．魅力ある垂水高校への取り組み／当事者(高校生・保護者)として  
◎垂水高校生／101 人中 74 人が記入 
・ボランティア（17 人） → 積極的参加 
・学校生活向上（15 人） → 高校生として自信をもって生活する、積極的に授業等に取り組む 
・学校行事の活性化（5 人） → 行事等を盛り上げる 
・その他 あいさつ（11 人）、ＰＲ、学力向上 など 
＝すべて垂水高校のイメージアップに関することである 
◎垂水高校保護者／85 人中 34 人が記入 
・家庭教育 → わが子のやる気を引き出すなど 
・学校行事 → ＰＴＡや行事への参加、地域活動への参加 
・その他 ＰＲ活動、具体案への協力、学校や行政に対する要望等 

☞【検証結果】(垂水高校生分)生徒自身に何とかしようという意識が芽生えてきたと思われる。それ
ぞれの思いを行動に移せるように手助けしていく必要がある。 
☞【検証結果】(高校生保護者) 大部分が学校や行政に対する要望や意見「積極的に協力したい」とい
う声もあり、今後、保護者との情報共有を行うなどし、連携していく必要がある。 
 
⑤．魅力ある垂水高校への取り組み要望事項／行政、関係団体等  
⇒①進学や就職に対する支援 ②経済的支援（通学や学校経費等） 

②経済的支援（通学や学校経費等） ③学校給食導入討 ④情報（進学・就職）発信 
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⑤特色ある学校づくり の具体的なアイデア・意見等の提案を受ける。→（＊詳細は巻末掲載） 

☞【検証結果】寄せられた具体的なアイデア・意見等の提案を｢振興・支援策｣に反映する。 

⑥．垂水中央中３年生の進路決定に関する調査  
⇒(1)垂水中央中３年生の進路希望状況(略) 

(2)進路決定におけるニーズ調査 
☞【検証結果】特に必要とする取り組みは「③将来の職業に関する情報の提供」、「①高校生活の情報

の提供」、「②それぞれの高校の特色に関する情報の提供」であり、より丁寧な進路指導・ｷｬﾘｱ教育の

必要性あり。 
 
 

■「垂水高校を存続」させるためにどういう考えで行けばよいのか→指針作成 
◆テーマ 「魅力ある垂水高校」づくりを「自助･共助･公助」でがんばろう！ 
【自助】「自分(達)でやれること、やらなければならないことは何か」を明確化し、実践する。 
【共助】「助け合ってやれること、やらなければならないことは何か」を明確化し、実践する。 
【公助】公的な立場で「地域活性化＝住んでよかったと思えるまちづくり」の一環として実践。 
  
◆そもそも、垂水市が今回行う｢垂水高校存続対策｣は、 
第一義的には、 
① 高校生の「がんばる高校生のチャレンジを応援し、進学･就職の夢をかなえることへの支援策」 
② 垂水高校の「よき社会人をめざして高校生を育成する後期中等教育機関としての振興策実践」 

と同時に、 
③ 垂水市の「教育振興＝高校生の健全育成」と｢地域活性化＝住んでよかったと思えるまちづく

り｣の政策の一環として支援。 
であり、これらの総合的な｢振興策・支援策｣を実施することにより 
               ↓ 結果として 
『垂水高校が｢魅力あふれる高校｣となり、生徒数が増加していく』ことを目指すもの。 
  
◆ここで一番大事なことは、「垂水高校」（学校訓「和･学・行」）がこれらの「振興策・支援策」を

受けて、どのような「学校経営」を進めていこうとされるのかを深く理解することが肝心。 
 
 
 

（１）、アンケート分析等による振興・支援策策定へのステップ作業 

（２）、課題解決から振興・支援策の指針作成 

 
◎｢魅力ある垂水高校づくりの 5つの柱｣作成 
①学校のイメージアップ 
②進学・就職の充実 
③未来を担う人材づくり 
④垂水の地域振興 

８，改善策作成の背景にある考え方のまとめ作業 

９，改善策作成の指針のまとめ作業→ 課題解決の指針・プラン作成 
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⑤垂水高校と関係団体の連携 
（１）、アンケート分析等による振興・支援策策定へのステップ作業 

※アンケート分析等による｢魅力ある垂水高校づくりの 5つの柱｣は以下のとおり。 
 

 

報告書 

３ 高校進学に対する意識調査より 

４ 高校生活等に 

   関する意識調査よ

り 
振興策提言へのステップと

しての視点 

（＝>振興策提言の指針）
課題 

分野 

NO. 

課題の分野 

垂水  

高校

生 

高校 

保護

者 

中学 

生 

中学 

保護者

垂 水  

高校生 

1 
学校のイメー

ジ向上 
9 位 6 位 1 位 5 位

(1)学校生活は 

 →楽しい 34％ 

 →普通  59％ 

 中学生で選択割合が高いことか

ら、内実を伴った総合的施策やＰ

Ｒによりイメージ改善・向上を図

る。また、「垂水高校のよいとこ

ろ」をもっと伸ばしアピールして

いく。 

2 
進学に有利な

施策 
3 位 5 位 2 位 1 位

(2)進路目標 →あり 61％

            →未定 40％

(3)学習環境 →良い 34％

            →普通 63％

 各調査対象とも割合が高いこと

から、より一層の「進学に有利」

な振興策を展開していく。 

3 
就職に有利な

施策 
8 位 7 位 3 位 2 位

(2)進路目標 →あり 61％

            →未定 40％

(3)学習環境 →良い 34％

            →普通 63％

 中学生・保護者にとっては「就

職に有利」が高い選択のポイント

となるので「就職」対策と実績づ

くりに貢献する施策及び可能な範

囲でキャリア教育などを展開して

いく。 

4 
通学の便利向

上 
1 位   4 位    

 通学の便利さによるメリットを

生かした施策の展開を行う。また、

地元であることの安心・安全策の

更なる充実に努めていく。 

5 

高校生の部活

動やボランテ

ィア活動の充

実 

    5 位 6 位

(4)部活動等は 

 →充実している 59％ 

(5)課外活動は 

 →充実している 60％ 

 中学生の関心は中程度だが、垂

水高校の在学生は評価しているこ

とから、高校生活を充実させるた

めの部活動やボランティア活動等

の施策を展開し、イメージアップ

に結び付ける。 

6 
友達・先輩と

のふれあい 
7 位   6 位 7 位   

 割合的には少ないが、先輩や同

窓会の活動が充実した高校生活や

進学・就職、ひいては地元との交
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流やイメージ向上につながるの

で、そのメリットを生かした施策

を展開していく。 

7 

保護者の理解

向上 

（両親のすすめ） 

4 位   7 位    

◆（関連項目） 

 進学先選択にあたっては、子供

の意思が優先される傾向があり、

まずは受験生が行きたいと思え

る、そして、希望をかなえられる

学校づくりへの施策の展開を行

う。なお、特に中学生・保護者に

は垂水高校への理解を深めていた

だくと同時にイメージ改善をはか

り、よって両者の進路選択の意識

を向上させる。 

8 子どもの意思   3 位   3 位   

9 

地元の良さを

生かす 

（地元で当然） 

2 位 2 位      

 垂水高校生・保護者の声にさら

に「垂水高校に行って良かった」

となるように、垂水市等の支援策

による「地元」のメリットを生か

した施策を展開していく。 

10 
経済的負担の

軽減策 
  1 位   4 位   

 今後の振興策実施時の自己負担

増分への補助や対象者の状況に応

じた補助を行う。なお、市外から

の通学生増のために何らかの補

助・支援策を検討する。 

11 
他に進学先な

し 
6 位        

「魅力ある高校」 

  →「特色があり活力のある高

校」の実践 

12 特に理由なし 5 位 5 位      

 

 

 

 

（２）、課題解決から振興・支援策の指針作成 

上記の（１）より作成した振興・支援策の骨子案については以下のとおり。 

※なお、この骨子案はパブリックコメント制度の活用により、平成 23年６月６日（月）～７月５日（火）
の間市民の意見募集を行った。また市民の会やＰＴＡ等の場においても意見交換を行った。 
 



10 
 

垂水高校存続に向けた振興・支援策について 

～「魅力ある垂水高校づくり」のために～  骨子案 

平成 23年 5月 垂水市企画課  

■目次  

１．「魅力ある垂水高校づくり」の目的   

２．垂水高校の現状と生徒及び保護者の意識調査   

(1)垂水高校の現状  

(2)「魅力ある垂水高校づくりに関するアンケート」調査結果  

３．「魅力ある垂水高校づくり」の５つの柱   

４．（仮称）垂水高校存続対策事業計画書の策定方針及び構成   

 

１．「魅力ある垂水高校づくり」の目的  

鹿児島県は、公立高校の適正配置に関する取り組みを進めていますが、大隅地域については

「地域の実情や歴史的背景を考慮し学校単位で検討する」という新たな考え方のもとで進め

ていく方針を示しました。  

垂水高校においては、従来の整理統合基準であれば存続が極めて厳しい状況でありましたが、

今回の県の方針や動きを受けて、垂水市では、これまでの振興対策を大きく見直し、垂水高

校の存在意義からなる存続対策と振興対策を次の様な視点で取り組みを進めていくことにな

りました。  

①垂水高校が本市になくてはならない教育施設として位置付けされるため、本市全体の共通

認識を図っていく。  

②魅力ある「垂水高校」をつくるため、市及び関係団体等があらゆる取り組み を進めていく。  

③垂水高校振興施策の実現により、高校生の健全な育成に寄与していく。  

④垂水高校振興施策の実現により、垂水市の地域活性化を図っていく。  

 

２．垂水高校の現状と生徒及び保護者の意識調査  

(1)垂水高校の現状  

①垂水高校の歴史、沿革、校訓  

垂水高校は、大正 14年に高等女学校としてスタートし、昭和 23年、31年の改称を経て、今

年創立 85周年を迎えた卒業生 10,162 人を誇る歴史と伝統のある学校です。  

現在、校訓の「和・学・行」のもと、生徒と先生が心を一つにして学校生活を楽しんでいま

す。  

②学級編成・生徒数  

垂水高校は、昭和 46年、普通科 12学級、家政科 3学級をピークに、少子化や社会情勢の変

化により学級再編が行われ、現在、普通科 3学級、生活デザイン科 3学級が設置されていま

す。生活デザイン科は、本県に唯一ある家政系の学科です。  

生徒数は、現在 135 人ですが、これまでの卒業生は延べ 10,162 人を数え、地域社会や産業界

に多くの人材を輩出してきました。  

(2)「魅力ある垂水高校づくりに関するアンケート」調査結果  

①アンケート調査概要  
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垂水高校生徒（135 人）、同生徒保護者（125 人）、垂水中央中 3年生徒（143 人）、同生徒保護

者（140 人）に対して、アンケート調査を実施しました。  

回収率は全体で 88.4％と高く、また、自由記述欄への記入も多く、垂水高校問題に対する意識

の高さが表れた結果となりました。  

 

②調査結果報告書の公表  

調査結果報告書を作成し、垂水市役所 2階情報公開室で公表しています。  

 

③課題分野に対する振興策提言への視点のまとめ  

ａ）学校のイメージ  

中学生で選択割合が高いことから、内実を伴った総合的施策やＰＲによりイメージ改善・向上

を図る。また、「垂水高校のよいところ」をもっと伸ばしアピールしていく。  

 

ｂ）進学に有利な施策  

各調査対象とも割合が高いことから、より一層の「進学に有利」な振興策を展開していく。  

 

ｃ）就職に有利な施策  

中学生・保護者にとっては「就職に有利」が高い選択のポイントとなるので「就職」対策と実

績づくりに貢献する施策及び可能な範囲でキャリア教育などを展開していく。  

 

ｄ）通学の便利向上  

通学の便利さによるメリットを生かした施策の展開を行う。また、地元であることの安心・安

全策の更なる充実に努めていく。  

 

ｅ）高校生の部活動やボランティア活動の充実  

中学生の関心は中程度だが、垂水高校の在学生は評価していることから、高校生活を充実させ

るための部活動やボランティア活動等の施策を展開し、イメージアップに結び付ける。  

 

ｆ）友達・先輩とのふれあい  

割合的には少ないが、先輩や同窓会の活動が充実した高校生活や進学・就職、  

ひいては地元との交流やイメージ向上につながるので、そのメリットを生かした施策を展開し

ていく。  

 

ｇ）保護者の理解向上（両親のすすめ）  

 

ｈ）子供の意思  

進学先選択にあたっては、子供の意思が優先される傾向があり、まずは受験生が行きたいと思

える、そして、希望をかなえられる学校づくりへの施策の展開を行う。なお、特に中学生・保

護者には垂水高校への理解を深めていただくと同時にイメージ改善をはかり、よって両者の進

路選択の意識を向上させる。  
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ｉ）地元の良さを生かす  

垂水高校生・保護者の声にさらに「垂水高校に行って良かった」となるように、垂水市等の支

援策による「地元」のメリットを生かした施策を展開していく。  

 

ｊ）経済的負担の軽減策  

今後の振興策実施時の自己負担増分への補助や対象者の状況に応じた補助を行う。なお、市外

からの通学生増のために何らかの補助・支援策を検討する。  

 

３．「魅力ある垂水高校づくり」の５つの柱  

 

５つの柱  

基本方針 

課題の分野 

説明・方針の内容 
成果イメージ 

(目標の指針） 
  目  標 

Ⅰ 

 

学校のイ

メージア

ップ 

 

 中学生の学校選択の第

1位に上がっていたこと

から、垂水高校に対する

総合的なイメージ改善を

目指すもの。このため、

垂水高校のよいところ

（小規模校等）を生かし

ながら、イメージ低下を

招いている点を改善して

いく。さらにこれらの取

り組みなどを小・中学生

やその保護者、地域住民

に丁寧にＰＲし、学校の

イメージアップを行って

いく。 

 

①生徒一人一人を大切にでき

る「小規模校」としての機能を

十分生かした学校づくりを進

めている。 

 

②生徒は垂水高校生という自

覚を持ち、充実した学校生活を

送っている。 

 

③地域や保護者にとって、垂水

高校は安心安全な学校として

認識が進んでいる。 

 

④垂水中央中及び県内の中学

生・保護者から、魅力ある学校

として認識され、行きたい学校

となっている。 

[１] 
県内でも人気のあ

る学校づくり 

  

①学校のイ

メージ 

④通学の利

便 

⑤高校生活

の充実  

[２] 
活力ある学校づく

り 

  [３] 
地域貢献する学校

づくり 

  [４] 
安心して通わせら

れる学校づくり 

  [5] 

生活デザイン科の

特色を生かした学

校づくり 

Ⅱ 

 

進学・就職

の充実 

 

 生徒からは、自分の将

来目標の実現のため、進

学や就職に対して大きな

ニーズがあることから、

生徒の進路決定に対し

て、できるだけの支援が

行えるよう取り組みを進

 

①生徒一人一人の目標実現の

ため、適切な進路指導が行われ

ている。 

  

②地元企業を中心とした就職

枠が確保されている。 

[１] 
就職、進学希望者の

目標実現 

  ②進学に有

利 

③就職に有

利 

[２] 
キャリア教育の推

進 

  [３] 
地元企業対策（就職

枠・雇用支援） 
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めていくものである。 

Ⅲ 

 

未来を担

う人材づ

くり 

 

 垂水高校の校訓「和・

学・行」に基づく人材育

成の実践及び市教育振興

計画の基本目標「あした

をひらく心豊かでたくま

しい人づくり」の実現に

向けた取り組みを進める

ものである。 

  

①生徒は日本や世界の将来を

背負っていくということを自

覚している。 

  

②生徒一人一人の能力が十分

発揮されている。 

 

③生徒は垂水の歴史、現状を知

り、垂水に愛着を持っている。

[１] 
将来設計ができて

いる生徒の育成 

  
⑥友達、先

輩とのふれ

あい 

⑧子供の意

思 

[２] 
地元を知り、愛する

生徒の育成 

  [３] 
生徒一人一人が輝

ける活動の推進 

Ⅳ 
垂水市の

地域振興 

 

 高校がなくなることで

本市の地域振興、経済を

含め多大な影響があるこ

とから、子育て支援や学

業支援策による定住対策

と企業誘致や雇用対策な

どに取り組み、本市の発

展を目指していくもので

ある。 

 

①地域と連携した活動が行わ

れ、垂水高校が地域になくては

ならない学校として認識され、

地域振興が進んでいる。 

  

[１] 

地域に信頼され期

待される地域の中

の学校づくり 

  ⑨地元の良

さを生かす 

⑩経済的負

担の軽減 

[２] 
垂水市への定住促

進（子育て支援） 

  [３] 
企業誘致及び雇用

対策 

Ⅴ 

 

垂水高校

と関係団

体の連携 

 

 これらの取り組みは、

垂水高校だけでなく関係

団体が同じ目標に向かい

連携しながら取り組んで

いく必要があることか

ら、垂水市及び大隅地域

振興の視点も踏まえて、

効果的な事業推進が行え

るよう取り組んでいく。

 

①高校と行政、地域、小中学校、

同窓会、ＰＴＡ、産業界などと

の連携が進み、振興対策で実施

する事業が円滑に進んでいる。

[１] 
県教委、大隅地域と

の連携促進 

  

⑦保護者の

理解 

[２] 
垂水高校振興対策

協議会の活性化 

  [３] 
関係団体等による

活動支援 
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４．垂水高校振興支援計画書（存続対策事業計画書）の策定方針及び構成  

(1)事業計画書の策定方針  

本事業計画書の策定にあたっては、アンケート結果に基づく「魅力ある垂水高校づくりの５

つの柱」に定めた内容を実現するため、垂水高校振興対策協議会及び市民参加のもと具体の

施策を立案していくものとします。  

なお、広く民意を反映させるために、パブリックコメント制度による意見聴取を行うものと

します。  

(2)事業計画書の構成  

本事業計画の構成は、次のような構成とします。  

①「魅力ある垂水高校づくり」への提言（垂水市長のメッセージ）  

②「魅力ある垂水高校づくり」の政策実現に向けて  

Ⅰ 垂水高校の存在意義について（なぜ垂高を存続させるのか）  

Ⅱ 現状分析・情報収集結果（アンケート調査結果の分析等）  

Ⅲ 課題解決の指針（課題に対する今後の展開方針）  

③「魅力ある垂水高校づくり」の５つの柱  

④具体的振興策  

⑤関係各主体の振興策の実施、進捗確認  

～支援ネットワークの構築と持続可能な存続対策のために～ 

 

 

 

 

 
これまで、企画課調整係において、「魅力ある垂水高校づくりの振興・支援策」については基本方

針である５つの柱をさだめ、パブリックコメント制度の活用による意見の募集及び市民の会やＰＴＡ等の

場においても意見交換を行った結果、それぞれの基本方針の目標ごとに振興策、それに基づく「振興

策実現の施策・アイデアの指針」と支援策を策定したところです。 
 
その結果 
■基本方針  計 5 
■目標    計 17 
■振興策   計 21  
それに伴う  

■「振興策実現の施策・アイデアの指針」 計 46 
■支援策   計 46 
となりました。 
※詳細な内容については 
冊子「垂水高等学校振興支援計画書」の中の 
「魅力ある垂水高校づくりの振興・支援策」を参照。 
 

10，「魅力ある垂水高校づくりの振興・支援策」の策定について 
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◎魅力ある垂水高校づくりの 5つの柱と振興支援策 イメージ図 
＊正本は冊子「垂水高等学校振興支援計画書」に綴じ込。 
 

 

 
 
 

Ⅲ． 魅力ある垂水高校づく りの５ つの柱 と 　 振興・ 支援策一覧表

基本方針
課題の分野

説明・ 方針の内容
成果イ メ ージ
( 目標の指針）

目　 　 標 振興策
振興策実現の施策・ アイデアの指針
（ ＊詳細は｢事業個表」 参照)

通し 実施主体 支援策 通し
支援策の活
動主体

Ⅰ
学校のイメ ー
ジアップ

[ １ ]
県内でも 人気のある学
校づく り

■魅力ある垂水高校づく りの各振興策の実現に
よる成果等や垂水高校の良いところ( 少人数・ ｺ
ﾐｭﾆｹ ｼーｮﾝ・ 学習環境・ 進路） を積極的にアピー
ルし ていく 広報方法等を強化する取り 組み

①より効果的な学校紹介ビデオ・ パンフ
レッ ト 等の制作、 配布

②定期的なプレスリリ ース発信

③学校説明会(市外中学校含む) の充実

1

２

３

①垂水高校

②垂水高校

③垂水高校

①企画製作全般は専門業者のノ ウハウを活用す
るが、 機材・ 素材の提供及び製作費の補助を行
う 。 将来的には自作への支援。
②常に情報発信( イベント ・ 特色ある活動等)す
る意識と活動への支援。 及び広報スキルの向上
と市広報紙の活用。
③市内および市外中学校の受入れ、 及び説明ﾌﾟ
ﾗﾝ・ 資料作成への助言。

1

２

３

①垂水市・ 市
教委

②垂水市， Ｆ
Ｍたるみず
③市教委

[ ２ ] 活力ある学校づく り
■元気のある各種校内活動を展開し、 その活力
が学校を、 ひいては地域を活性化させる事業の

取り 組み

①学校行事（ 体育祭、 文化祭） の土日開催
と内容の向上及び生徒会・ 部活動等の活動
充実
②生徒の思いが一つになり 、 垂水高校の元

気良さをアピールし、 地域との交流を図れ
る活動やイベント の開催

４

５

①垂水高校

②垂水高校

①参加呼びかけの広報や活動支援。

②関係団体・ 市民への協力依頼や橋渡し 。 参加
呼びかけの広報の支援。

４

５

①②垂水市・
市教委
関係団体
市民

[ ３ ]
地域貢献する学校づく
り

■ボランティ アや各種行事への参加及び地域資
源をいかした活動により 高校生の意識を高め、
地域住民とふれあい、 地域から信頼される活動
の取り組み

①学校全体で取り 組む生徒の自主的なボラ
ンティ ア活動

②地域との交流を図り 、 地域に貢献するイ
ベント の実施と地域行事への参加

③行政と タイアッ プし た地域貢献活動

６

７

８

①垂水高校

②垂水高校

関係団体

③垂水高校
垂水市

①ボランティ ア対象案件の紹介と活動実績の広
報

②関係団体・ 市民への協力依頼や橋渡し 。 参加
呼びかけの広報の支援。

③垂水市の観光Ｐ Ｒをはじめとする地域貢献活
動の企画と協力

６

７

８

①垂水市
関係団体
市民

②垂水市
関係団体
市民
③垂水市
関係団体
市民

[ ４ ]
安心し て通わせられる

学校づく り

■通学・ 修学環境を安心安全なものとする取り
組みや、 小・ 中学生や地域住民から信頼される
高校生の生活態度に努める取り組み

①各団体による通学・ 修学環境の安心安全

を図る運動の実施（ 交通安全・ 犯罪被害者
防止策等）
②風紀・ 礼儀向上活動の実施

③食育の重要性を踏まえた活動及び環境整
備(生活ﾃﾞ ｻ゙ ｲﾝ科活用）

９

10

11

①垂水高校及

び関係団体
②垂水高校

③垂水高校

①関係団体による垂水高校生関係分の取り組み

と協力

②関係団体による垂水高校生関係分の取り組み
と協力
③市役所の食育への取り組みと連動した支援

９

10

11

①②垂水市・

市教委
関係団体
市民

③垂水市・ 市
教委

[ 5 ]
生活デザイン科の特色
を生かし た学校づく り

■県内で唯一の生活デザイン科を最大限に生か
した事業を展開し、 各方面からその成果が認め
られる取り組み

①生活デザイン科の良さを充分に発揮し 、
発表やＰ Ｒに力を入れた活動
②地域資源・ 素材を活用し地域の良さをい
かし 、 高校生がいきいきと取り 組める活動
③市外からも受験可能であることから、 市
外入学者の通学及び居住環境の向上

12

13

14

①垂水高校

②垂水高校

③垂水市

①各種支援やイメ ージ向上につながる広報を通
し て市民や市外の方に理解向上を図る

②地域資源活用への援助や関係団体・ 市民への
協力依頼

③通学費補助及び寮・ 下宿の確保と支援

12

13

14

①垂水市・ 市
教委
②③垂水市・
市教委
関係団体
市民

Ⅱ
進学・ 就職の
充実

[１ ]
就職、 進学希望者の目
標実現

■生徒増及び教育水準の向上を目指し た体制や
カリ キュラムを構築する取り 組み
■就職・ 進学希望者の目標実現のため、 地域や
関係団体等と連携し てさ らに効果のある体制を
構築し、 よりよい実績を目指す取り組み

①学力向上への取り組み（ 特進ｺ ｽーの設
置・ 学力向上支援）
②資格取得推進

③就職・ 進学に資する、 地域や関係団体等
と連携し た体制の構築
④実績等の公表、 広報

15

16

17

18

①垂水高校

②垂水高校

③垂水高校

④垂水高校

①関係団体・ 市民による学力向上支援（ 外国語
向上、 退職ＯＢの発掘・ 支援）
②資格取得費用の補助

③連絡会の設置と関係団体・ 市民への協力依頼
と橋渡し
④広報活動の支援

15

16

17

18

①③④垂水
市・ 市教委
関係団体

市民
②垂水市

[ ２ ] キャリ ア教育の推進

■社会の変化に対応し、 しっかり とし た勤労

観、 職業観を身に付け、 様々な課題に柔軟にか
つたく ましく 対応し 、 社会人・ 職業人とし て自
立し ていける高校生を育成する取り組み

①小中学校からのキャリア教育・ 進路指導
推進

②正しい職業観や生活に資する講演会の実

施（ ＯＢの活用）

③進路相談の充実

19

20

21

①垂水市・ 市
教委
②垂水高校

③垂水高校

①垂水市のキャリ ア教育推進の提示と支援

②行政・ 関係団体・ 市民・ 同窓会（ 卒業生） に
よる協力

③相談体制の充実への協力

19

20

21

①③垂水市・
市教委
②垂水市・ 市
教委

関係団体
市民

[ ３ ]
地元企業対策（ 就職

枠・ 雇用支援）

■地元企業との交流を図り、 期待される学校・
高校生像を探求し、 より 良い実績を目指す取り
組み

①地元企業の採用情報収集、 打診

②地元企業への就労支援策

22

23

①垂水高校

②垂水高校

①情報収集への協力や商工会等や地元企業への
橋渡し
②地元企業との交流が図れるよう な体制作り へ
の支援

22

23

①②垂水市・
市教委
関係団体
市民

Ⅲ
未来を担う 人
材づく り

[ １ ]
将来設計ができている
生徒の育成

■社会の変化に対応し、 主体的に自己の進路を
選択・ 決定できる能力を持ち、 明確な目的意識
を持って日々の学業生活を送る高校生を育成す
る取り組み

①未来志向の将来設計に資する講演会の実
施及び読書活動や進路相談の充実

②Ｐ Ｔ Ａ 活動・ 家庭教育の充実

24

25

①垂水高校

②垂水高校

①講演会実施費用の補助や講師選択時への協力
や市図書館の関係図書の整備や利便性の向上と
校外の進路相談人材の発掘と協力
②各種情報の提供

24

25

①②垂水市・
市教委(各学
校)
関係団体
市民

[ ２ ]
地元を知り 、 愛する生
徒の育成

■郷土を知り愛する心を持ち、 地元とのふれあ
いを通じ て社会の一員と して自立したたく まし

い人づく りと、 感謝と感動を育む取り 組み

①海、 山を生かし た体験学習

②「 地元学」 講座の開催
③地域行事への積極的参加の推進

26

27
28

①垂水高校・
垂水市・ 市教

委
②垂水高校
③垂水高校関
係団体

①垂水市の青少年育成の類似体験諸活動に垂水
高校生分の枠確保。

②「 地元学」 講座の開催に向けて講師の照会や
講座開催時の協力
③垂水高校生参加促進の機運の醸成

26

27

28

①垂水市・ 市
教委

②③垂水市・
市教委
関係団体
市民

[ ３ ]
生徒一人一人が輝ける
活動の推進

■生徒が自分たちの学校に魅力を感じ （ 所属

感、 自己有用感） 、 自信と誇りをもって高校生
活を送ることができるよう な取り 組み

①表彰制度

②活躍の場の創出

29

30

①②垂水市・
市教委
関係団体
市民

①表彰制度への財政的支援

②まちづく り 活動や市内各種コンクール・ 大会
等に垂水高校生の活躍を提供する

29

30

①②垂水市・
市教委
関係団体
市民

Ⅳ
垂水市の地域
振興

[１ ]

地域に信頼さ れ期待さ
れる地域の中の学校づ
く り

■地域に開かれ信頼される学校を実現するため
に保護者や地域住民の意見や要望を的確に反映
させ， 情報提供を行いより家庭や地域社会と連

携協力し ていく 。 それと同時に， 保護者や地域
住民が学校に積極的に協力し ていく 取り組み。

①あいさつ運動

②各種イベント への参加

③垂水中央中生徒・ 保護者及び高校生保護
者や地域住民の意見や要望を把握しいかし
ていく

31

32

33

①③

垂水高校
②垂水高校・
垂水市・ 市教
委・ 関係団
体・ 市民

①垂水市あいさつ運動との連携や市民への啓発

②垂水高校生の活躍を提供し、 参加促進の理解
を広める
③「 垂水高校振興対策協議会」 の活用や垂水中
央中関係分への協力

31

32

33

①②③

垂水市・ 市教
委
関係団体
市民

[ ２ ]
垂水市への定住促進
（ 子育て支援）

■より安心して垂水高校に通わせることができ
るように、 経済的負担の軽減や進学・ 就職活動
支援等を行う こ とにより 高校生活の安定と垂水

市の定住につながる取り 組み。

①通学、 就学、 進学・ 就職に資する各種補
助・ 支援策の充実

②垂水市子育て支援施策に垂水高校生及び
保護者への支援を考慮した内容に充実垂水
市子育て支援策の内容充実

34

35

①②
垂水市・ 市教
委

①垂水市役所が実施する各種補助・ 支援策への
協力

②垂水市子育て支援策への理解

34

35

①②垂水高校

[ ３ ] 企業誘致及び雇用対策

■地元企業に関心を持ち、 自分がやり たい職業
を発見できるよう 、 地元の職業紹介をする機会
づく りを推進し 、 また、 地元企業、 事業所をは
じめハローワークなどの各関係機関との連携強

化に努める取り 組み
■雇用創出や定住化につながる企業誘致の推進
と地元事業所振興及び創業支援の取り 組み

①学校と企業との交流推進

②創業支援策の検討

③雇用が見込まれる企業の誘致と地元事業
所等の振興

36

37

38

①垂水高校

②垂水市

③垂水市

①垂水市の雇用対策部門による地元の職業紹介
や雇用情報の取り まとめ、 地元企業等との連携

作り
②商工会・ 県等関係機関の協力

③商工会・ 県等関係機関の協力

36

37

38

①垂水市・ 市
教委

②③関係団体

Ⅴ
垂水高校と関
係団体の連携

[１ ]
県教委、 大隅地域と の

連携促進

■県教委の積極的な働きかけにより、 高校生が
自分の学校を愛し誇りを持ち、 自分の高校に
通ってよかったと思えるよう になる取り組み
■県教委と大隅地域の関係団体が定期的に意見
交換できる場を設け協議し、 高校の振興につな
がる取り 組み
■大隅地域の高校がネッ ト ワークを形成し協力
し合う こ とによりお互いが高めあう こ とができ

る取り組み

①県教委の働きかけ及び垂水高校の経営方
針に基づく 、 垂水高校活性化への各種取り
組み
②大隅地域の高校振興を協議する会(仮) の
設置と高校振興策の実施
③大隅地区の高校でネッ ト ワーク（ 仮） を

つく り 、 少子化対策や地域活性化、 高校教
育の向上につながる取り組み

39

40

41

①県教委
垂水高校

②県教委

③県教委、 大

隅地域の公立
高校及び所在
自治体

①県教委及び垂水高校から提示される支援依頼
への積極的協力

②同協議会(仮)への参加と積極的協力

③同ネッ ト ワークへの参加と積極的協力

39

40

41

①②③
垂水市・ 市教
委

[ ２ ]
垂水高校振興対策協議
会の活性化

■垂水高校振興対策協議会参加の団体等が垂水
高校の振興につながる施策や課題解決に積極的
に取り組み、 効果ある実績を残し ていく 取り組
み

①協議会の定例開催（ ３ カ月に1回程度）

②協議会における支援体制の確立と進捗確
認

42

43

①②
垂水市・ 市教
委

①関係団体・ 垂水高校による「 垂水高校振興対
策協議会」 の推進事項等への調整と協力
②関係団体・ 市民・ 垂水高校の事業の推進

42

43

①②垂水高
校・ 関係団
体・ 市民

[ ３ ]
関係団体等による活動
支援

■Ｐ Ｔ Ａ や同窓会及び市内関係団体等がが自ら
の役割を認識し積極的な支援活動を行い、 その
ことが垂水高校及び垂水市の活性化につながっ
ていく 取り組み

①Ｐ Ｔ Ａ や卒業生・ 同窓会及び行政・ 市内
関係団体・ Ｎ Ｐ Ｏ等における垂水高校支援

体制の確立と実践
②垂水高校による各種団体・ 個人等との支
援の依頼と受け入れ体制の確立
③各団体・ 個人等の支援情報の収集と活用
体制の確立及び本振興・ 支援事業の推進

44

45

46

①Ｐ Ｔ Ａ 、 同
総会、 垂水

市・ 市教委、
関係団体、 市
民
②垂水高校
③垂水市、 市
教委

①関係団体・ 個人等もしく は垂水高校を通し て
の活動助成金

②各団体・ 個人等の支援情報の収集と活用体制
の確立及び事業の推進と実績のまとめの公表

③本振興・ 支援事業への理解と協力

44

45

46

①②垂水市、
市教委

③県教委・ 垂
水高校

　 高校がなく なるこ とで本市
の地域振興、 経済を含め多大
な影響があることから、 子育
て支援や学業支援策による定
住対策と企業誘致や雇用対策
などに取り 組み、 本市の発展
を目指していく ものである。

①地域と連携し た活動が行わ
れ、 垂水高校が地域になく て
はならない学校とし て認識さ
れ、 地域振興が進んでいる。
　

　 これらの取り 組みは、 垂水
高校だけでなく 関係団体が同
じ目標に向かい連携しながら
取り組んでいく 必要があるこ
とから 、 垂水市及び大隅地域

振興の視点も踏まえて、 効果
的な事業推進が行えるよう取
り 組んでいく 。

①高校と行政、 地域、 小中学
校、 同窓会、 Ｐ Ｔ Ａ 、 産業界
などとの連携が進み、 振興対
策で実施する事業が円滑に進
んでいる。

　 中学生の学校選択の第1位
に上がっていたことから 、 垂
水高校に対する総合的なイ
メ ージ改善を目指すもの。 こ
のため、 垂水高校のよいとこ
ろ（ 小規模校等） を生かしな
がら、 イメ ージ低下を招いて

いる点を改善し ていく 。 さら
にこれらの取り 組みなどを
小・ 中学生やその保護者、 地
域住民に丁寧にＰ Ｒ し、 学校
のイメ ージアッ プを行ってい
く 。

①生徒一人一人を大切にでき
る「 小規模校」 とし ての機能
を十分生かした学校づく りを
進めている。

②生徒は垂水高校生という自
覚を持ち、 充実した学校生活

を送っている。

③地域や保護者にと って、 垂
水高校は安心安全な学校とし
て認識が進んでいる。

④垂水中央中及び県内の中学
生・ 保護者から、 魅力ある学

校とし て認識され、 行きたい
学校と なっている。

　 生徒からは、 自分の将来目
標の実現のため、 進学や就職

に対し て大きなニーズがある
ことから、 生徒の進路決定に
対して、 できるだけの支援が
行えるよう 取り 組みを進めて
いく ものである。

①生徒一人一人の目標実現の
ため、 適切な進路指導が行わ

れている。
　
②地元企業を中心と した就職
枠が確保されている。

　 垂水高校の校訓「 和・ 学・
行」 に基づく 人材育成の実践
及び市教育振興計画の基本目
標「 あしたをひらく 心豊かで
たく ましい人づく り 」 の実現
に向けた取り組みを進めるも
のである。

 
①生徒は日本や世界の将来を
背負っていく と いう こと を自
覚している。
　
②生徒一人一人の能力が十分
発揮されている。

③生徒は垂水の歴史、 現状を
知り、 垂水に愛着を持ってい
る。

①学校のイ メ ー

ジ
④通学の利便
⑤高校生活の充

実

②進学に有利

③就職に有利

⑥友達、 先輩と

のふれあい
⑧子供の意思

⑨地元の良さ を

生かす
⑩経済的負担の
軽減

⑦保護者の理解
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(骨子案市長挨拶抜粋)「魅力ある垂水高校づくり」への提言 

～垂水高等学校存続への垂水市民の思いと強い決意 
              平成 23年 6月 垂水市長  尾 脇 雅 弥 

 
古来より「教育は永遠である」と言われています。それは教育があらゆる社会の基盤であり、

持続可能な社会づくりのために必要欠くべからざるものだからだと思います。 
そして、教育基本法第一条の教育の目的においては、「教育は、人格の完成を目指し、平和で

民主的な国家及び社会の形成者として必要な資質を備えた心身ともに健康な国民の育成を期し

て行わなければならい」とあり、また鹿児島県においても県教育振興基本計画の基本目標の中で

「あしたをひらく心豊かでたくましい人づくり」を掲げおり、そのことは未来に生き未来を形成

する「主体である青少年の育成」が今を生きる我々の崇高で最大の使命であり義務の一つである

ことを示しています。 
そのために、「人間形成」や「社会を生きぬく」青少年の教育に、教師や親は愛を惜しみなく

注ぎその持てるものをすべて捧げてきました。また、行政や地域民やあらゆる分野の人々がおし

みなく助力に努めてきたのです。 
 しかしながら、時代は「少子高齢化」や「過疎化」そして「経済的不況の歪み」を地域に出現

させ、社会を支える構造が変化し地域の活力が失われ、ひいては教育の基礎たる学校の生徒数の

減少など、その教育機関としてのあり方にさまざまな影を落としています。 
 これに対し、我々は「あきらめや妥協や挫折」を拒み、少しでも現状を改善しようとする強い

意志があります。 
それは、県においても「かごしま将来ビジョン」や「大隅地域将来ビジョン」として示され、

厳しい環境の中にあっても，可能性を強く信じて，すべての県民が郷土に夢と誇りを持ち，生涯

を安心して過ごせるような鹿児島づくりに果敢に挑戦しているところです。 

それは垂水市民も同じ思いであり、市の基本理念の一つに「将来へ自信を持って引き継げる環

境に配慮したまちづくり」を掲げ、未来ある青少年の育成と未来に託せるまちづくりを目指して

おり、そのことは何よりも今を生きる我々に責任があるということを意味しているのです。 
さて、いま大隅地域の小規模な高等学校の存続が危惧されており、この垂水市にある「垂水高

等学校」自体においてその「あり方」が問われています。しかし、その中には子供たちのそして

保護者の「悲痛な声」があり、垂水市民の「大いなる憂い」があります。我々は常に「希望に満

ちた未来を見据える青少年」の笑顔を守らなければなりませんし、全力を尽くすべきです。 
今求められている「大隅地域の高等学校のあり方」と「垂水高等学校のあり方」は、高等学校

が地域の人々の思いをつなぐ存在であるがゆえに、ひとえに、厳しい現状を見据えながらも課題

解決に向けて、「学校、家庭、行政及び地域住民その他の関係者」がそれぞれの役割と責任を自

覚し、相互の連携及び協力に努め、できることを一歩ずつやっていくことにかかっています。 
 我々垂水市では、ここに「垂水市に、そして大隅地域に存在する垂水高等学校のあり方」への

提言として、「魅力ある垂水高校づくりへの支援策」をまとめました。 
この支援策については充分ではないかもしれませんが、それを補いこれからもずっと垂水高校

が存在するためには、皆さんの強い意志と協力が必要です。 
「大隅地域の高校に、垂水高等学校にそして垂水市に、活力ある新しい風を吹かせましょう！」 
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【「垂水高等学校振興支援計画書」の実践（実現の確保）について】 

なお、それぞれの振興策、それに基づく「振興策実現の施策・アイデアの指針」と支援策の具体的

な内容については「【事業個票】 魅力ある垂水高校づくりの 5つの柱と振興・支援策に基づく具体
的な取り組み」として整理したところですが、これについては 9月以降に具体的な取り組みの決定に
あたって、主体である垂水高校における決定・調整（特に時期的なもの）、及び垂水市における推進

態勢の確立と財政的裏付け、及び関係団体との協議において、｢振興対策部門｣において今後継続して

取り組み内容の明確化を図る必要があることから、この作業過程における作業イメージと個別管理を

主眼にまとめたところです。 
（※したがって、具体的な取り組み内容や支援策において未入力の欄がありますが、今秋・冬の明確

化作業を通じて平成 24年 4月実施できるよう準備。 なお、明確化作業過程においてすぐに取り組
めるものは実施。） 

 
今回の「【事業個票】 魅力ある垂水高校づくりの 5 つの柱と振興・支援策に基づく具体的な取り
組み」の主なるもの実施時期については平成 24年 4月以降を想定しております。 

 
しかしながら、当面の課題である平成 23年 4月垂水高校入学者の増加を図るためには、本年度の

9 月以降には「主なるもの（早急に取り組めるもの）」を確定し、財政的裏付け等の作業・広報を行
わなければなりません。 
また、県における大隅地域における公立高校の在り方の取りまとめは平成 24年 3月であり、具体

的な県教委の振興策等の提示はそれ以降になると予想されます。 
 
今回の各分析により、入学者数を増やすためには、5つの柱に基づく振興策・支援策と同時に 
垂水高校において 
①普通科の入学者数の増（市外普通科高校進学者及び市外から垂水高校に向かわせる方策） 
②生活デザイン科の入学者数の増（市内はもとより市外からの入学者の増を図る方策） 
③専門家系学科進学者の垂水高校普通科への増（卒業後に専門家系へと進むための方策） 
④生活デザイン科から大学へと進む進学態勢の確立と広報への課題解決策の提示と、 
そして何よりも 
⑤今後「垂水高校は地域に貢献し、地域に支えられる高校」として高校はもとより、市行政・関係

団体が積極的に取り組んでいくことのアピールが必要と考えます。 
 
【喫緊課題である平成 24年度入学生徒数増加につながる施策について】 
上記の課題解決のため、９月以降に早急に取り組むべき事項として 
Ａ 広報の充実（市報）と各種イベント・大会等での垂水高校の出番確保とアピール 

【広報の充実】 
◎（計画書裏付け）Ⅰ（学校のイメージアップ） －[１]県内でも人気のある学校づくり－②（２ｐ） 
■振興策 魅力ある垂水高校づくりの各振興策の実現による成果等や垂水高校の良いところ(少人
数・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ・学習環境・進路）を積極的にアピールしていく広報方法等を強化する取り組み 
■支援策 ②常に情報発信(イベント・特色ある活動等)する意識と活動への支援。及び広報スキル
の向上と市広報紙の活用。 
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【各種イベント・大会等での垂水高校の出番確保とアピール】 
◎（計画書裏付け）Ⅰ（学校のイメージアップ） －[３]地域貢献する学校づくり－②（7ｐ） 
■振興策 ボランティアや各種行事への参加及び地域資源をいかした活動により高校生の意識を

高め、地域住民とふれあい、地域から信頼される活動の取り組み 
②地域との交流を図り、地域に貢献するイベントの実施と地域行事への参加 
■支援策 ②関係団体・市民への協力依頼や橋渡し。参加呼びかけの広報の支援。 
 
◎（計画書裏付け）Ⅲ(未来を担う人材づくり)－[３]生徒一人ひとりが輝ける活動の推進－②活躍の
場の創出（30ｐ） 
■振興策 生徒が自分たちの学校に魅力を感じ（所属感、自己有用感）、自信と誇りをもって高校

生活を送ることができるような取り組み 
■支援策 ②まちづくり活動や市内各種コンクール・大会等に垂水高校生の活躍を提供する 

 
Ｂ 財政的援助 が必要と考えます。 
◎（計画書裏付け）Ⅰ（学校のイメージアップ） －[５]生活デザイン科の特色をいかした学校づくり
－③通学費補助及び寮・下宿の確保と支援（14ｐ） 
◎（計画書裏付け）Ⅱ（進学・就職の充実学校のイメージアップ）－[１] 就職、進学希望者の目標実
現－②資格取得推進（16ｐ） 
◎（計画書裏付け）Ⅳ垂水市の地域振興－[２]垂水市への定住促進（子育て支援）－①通学、就学、進
学・就職に資する各種補助・支援策の充実（34Ｐ） 
 
以上で、企画課計画調整係における「魅力ある垂水高校づくりの振興・支援策」事務作業につい

ては｢存続部門｣としての振興策・支援策策定作業はひとまず終えて、今後は｢庁内検討会議｣及び地

区検討会における「垂水高校の在り方」報告書のとりまとめの作業となります。 
 

【振興支援策の今後の課題について】 

「魅力ある垂水高校づくりの振興・支援策」の具体的な内容の取り組みは、第 1回｢垂水地区検討
会｣において提示したように、大隅地域の公立高校の在り方検討委員会のまとめる振興策の内容とあ

いまって、垂水高校の｢地域に貢献し地域に支えられる高校｣としての振興に役立つものと考えてお

ります。 
ところで、本年 4月において「垂水高校存続対策事業」の推進運営体制については、調整を行う

(コーディネーターとしての役割)としての｢存続対策部門｣として事務局は企画課計画調整係が、存
続対策部門で示された方針をもとに垂水高校の振興対策施策の企画、調整、実施等を行う「振興対

策部門」を設置することとなっておりました。 
特に、「振興対策部門」については、主体を「垂水高校振興対策協議会」とし、同協議会の事務局

は教育委員会教育総務課とする、ことを決定しております。 
今後の作業として、いよいよ「振興対策部門」において存続対策部門で示された方針をもとに垂

水高校の振興対策施策の企画、調整、実施等を着実に行う必要があり、上記で記述した「【事業個票】 

魅力ある垂水高校づくりの 5つの柱と振興・支援策に基づく具体的な取り組み」の取りまとめと実
施に向けた諸作業を早急に行う必要があります。 
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(1)策定の背景・・・なぜ策定しないといけないのか？ 

①県の動き 

（H22.2.14）伊藤知事は記者会見で、同方針について「地域間格差是正の観点から、（県教委に）

見直しをお願いしている」と説明。 

大隅地域の高校振興のあり方については「高校を減らすだけが目的ではなく、例えば全国の高校生

を募集の対象にするなど、大隅地域の発展につながるような高校再編ができないか」と述べる。 

（H23.2.25） 

鹿児島県の原田教育長は県議会定例会の代表質問に答えて、「今後は骨子案の廃止基準にこだわらず、

学校単位で検討したい」と、地域の実情や歴史的な背景を考慮し、個別に対応する方針を明らかにす

る。 

これを受けて、 鹿児島県は、大隅地域の公立高校の充実・振興策を検討する委員会を設置すると

発表され、２０１１年度一般会計当初予算案に大隅地域高校振興事業として、３００万円を計上され

た。 

 

●第 1回垂水地区検討会での県教育委員会説明より：（説明要旨） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・地区検討会設置依頼までの大まかな流れであるが、平成 21 年３月、鹿児島県公立高校の

再編整理計画検討委員会が設置され、昨年３月答申が出された。それをもとに昨年 10月、

公立高校の振興方針骨子（案）を発表したが、骨子案の中にある廃止基準に関して様々な

意見があり、また同時に地域間格差が伊藤県政の１つの課題としてクローズアップされて

きたことから、特にこの大隅地域においては、地元の皆様と十分に協議を重ねた上で高校

の在り方を考えていくということになった。 

・６月２日に第１回の「大隅地域の公立高校の在り方検討委員会」を開催。また、大隅地域

を７つのブロックに分け、地区検討会の設置を依頼した。この２つの会がお互いフィード

バックする形で意見のやり取りをしながら、来年３月に大隅地域全体のとりまとめを行う。 

 

第１回垂水地区検討会での 
●県教育委員会：（説明要旨） 
・垂水高校については、地元の皆さんが、熱い気持ちで存続に向けていろんなアイデアを

出して頂いており、市全体で取り組んでいるという認識でいること。 
・将来的に子供の数は減っていく中で、これまで県教委は高校教育の水準の維持、確保と

いうことで、県内各地、再編統合ということでやってきたが、今後、地元の方々と協議を

重ねる中で、地域の振興という視点を加えた中で検討していくということになったこと。

・地域振興という視点であるが、地域の振興につながる垂水高校の在り方、活性化として

一体どういうものが考えられるのか、あるいは垂水の地域性、地域での特性がどう垂水高

校の魅力へとつながっていくのか検討されていること。 

11，「垂水高校の在り方(案)」の策定について 
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（２）在り方提案における垂水市、垂水地区検討会及び大隅地域検討委員会との関係 

【垂水市】 「垂水高校振興・支援策｣                     【鹿児島県】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

垂水高校の

経営方針 

振興策を提示し、学校経営方

針等とのすり合わせや支援

策の要望の調整 

H23.6.2【第１回】 
「大隅地域の公立高校の在り方

検討委員会」開催 
ア委員選出 イ講演 
協議；イ大隅地域の公立高校の現

状について 
振興策・支援策の仮取りまとめ；案作成 

H23.6月～8月【第 1・2回】
垂水市地区検討会の開催（垂水

高校新対策協議会同時開催） 

「地区検討会」

設置の要求 

H24.1月【第 5回】 
○「当該高校の在り方（案）」の審議。

検討、まとめ協議 

H23.8 第 3回 
｢魅力ある垂水高校づくり検討会議｣開催

◆H23.8「垂水高校存続に
向けた振興・支援策につい

て」報告書作成 

◆「生徒減少を

踏まえた高校

教育の専門性

の確保、教育水

準の維持向上

及び地域振興

の視点から、垂

水高校及び地

区内の高校の

在り方の検討

結果を提案す

る。 

Ｃ 具体的振興策の提示  存続対策・振興対策部門 

行政関係調整・予算関係団体等推

Ｄ 関係各主体の振興策の実施、進捗確認：振興対策部門 

「垂水高校振興対策協議会」；振興対策部門 

Ｅ 広報等による垂水市全体での協力・取り組み：振興対策部門 

在
り
方(

案) 

提
案 

H24.3月【第６回】○取りまとめの提出 

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ等 
市民 

関係団体 

庁内支援

体制準備

H23.10月上旬【第 3回】 
○検討の論点の確認 
○検討委員会での地区検討会の「当該

高校の在り方（案）」の審議・検討 

H23.12月【第４回】 
○「当該高校の在り方（案）」の提案

聞き取り（2）」 

H23.９月上旬【第２回】 
○「当該高校の在り方（案）」の提案

聞き取り（１）」 

H23.10月～12月【第 3回】
垂水市地区検討会の開催 
＊最終取りまとめ 
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（３）策定時の基礎となる考え方について 

 
[１]これまでの取り組み経過の集約 
① 今回の問題の契機・経過 
・県教委の「廃止基準」、県知事・県教委の考え、大隅地域での「検討会」について 
・垂水高校の生徒数・市内生徒数等の経過 

② 垂水市の取り組み状況の説明 
・市役所内の「存続対策事業」推進体制構築の経緯 
・「振興会議」と「検討会議」の役割 
・目的「魅力ある垂水高校」の背景と期待される効果 
・今後の事務進行の流れ説明→現在はアンケート調査・分析の期間 

③ 今回の問題解決のポイントについて 
・ａ「垂水高校の存在意義」 
・ｂ「垂水高校の振興」への振興支援策 
・ｃ｢地域振興という視点｣ 
○まとめとして、この問題は学校現場だけではなく、行政・地域などが一体となって考

え・行動していくことが重要。 
 

（４）「大隅地域の公立高校の在り方検討委員会」の【設置目的】は 
『大隅地域における公立高校の充実・振興を図り、特色ある高校づくりや、大隅地域の活性化につな

がる具体的な方策を検討する。』 
 
○垂水市においても、先ほど垂水高校の在り方(案)として提示させていただいた｢地域に貢献し、地域
に支えられる高校｣の実現は、「垂水高校の充実・振興を図り、特色ある高校づくりや、垂水市ひいて

は大隅地域の活性化につながってほしい」という思いが根底にあります。 
 
○今回、大隅地区検討委員会より「高校の在り方を高校の所在する地元にまずは考えていただく」と

いうことは、それはすなわち「垂水高校の地域における役割や状況を知り、それをいかしながら、垂

水市ではどのように垂水高校を活性化させようとしているのか」という課題でもあります。 
 
○垂水市では、在り方（案)をまとめ上げる作業と並行して、この課題の解決 と 在り方(案)に示し
た内容の実現に向けて、これまでの振興対策を大きく見直し、この８月に｢県立垂水高等学校振興支

援計画書｣を策定いたしました。 
 
 
 
 
 
 
 

大隅地域「検討会」への提言 
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(５)「垂水高校の在り方(案)｣について・・・以下の通り垂水地区検討会で了承された。 

垂水高校の在り方（案） 

提  案  者 
「大隅地区における県立垂水高等学校の在り方に関する地区検討会」 

（略称；垂水地区検討会） 

対  象  校 県立垂水高等学校 

 

 

在り方(案) 

  

垂水地区検討会では垂水高校が、在学及び今後進学しようとしている生徒・保

護者、そして垂水市民にとって「なくてはならない存在」であり、垂水高校の今

まで果たしてきた役割や歴史・伝統的な背景を踏まえて 今も、これからも垂水

高校の在り方として、 
「地域に貢献し、地域に支えられる高校」であることを望みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

理  由 

 

 

 

 

 

 

 

  

今回各地区検討会に「当該高校の在り方」の提言を求める端緒となったものは

、「高校の教育的役割」のさらなる充実の取り組みを踏まえながらも、大隅の抱え

る「地域間格差」の問題を通して、経営主体である県並びに県教委及び実施主体

である当該高校が、当該高校の教育方針・経営方針を通していかに当該地域の「

地域振興」に貢献しうるかが求められているからであり、そして同時に、それら

の活動を地域がどのように支えていくのかが求められている。 

よって、これらの課題を解決するために、上記の「在り方（案）」を提示し、別

紙１の「地域に貢献し、地域に支えられる高校」の実現に向けての取り組み事項

の実現を図ろうとするものである。 

 

 

【垂水市における「在り方（案）」への取り組み】 

垂水市においては、「垂水高校の存続・振興」が垂水市総合計画で掲げる基本理

念・将来像の目標の実現に大いに貢献し、市民生活の向上・地域活性化に資する

ものである。 

このことから、垂水市では現在「魅力ある垂水高校づくり（垂水高校存続・振

興対策事業）」をより充実させるために取り組んでおり、県教委の垂水高校への指

導・協力や垂水高校の教育・経営方針に基づく様々な取り組みに対し、垂水市全

体での支援を行おうとしております。 
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（別紙 1） 

 

【主題】 

垂水高校の振興策である「魅力ある垂水高校づくり」に向けた市民・行政・関係団体等の取り組み

において、支援ネットワークの構築と持続可能な存続対策を前提に、「魅力ある垂水高校づくりに向

けた振興・支援策の５つの方針」に基づく各施策を実施しながら、「垂水高校の在り方（案）」におい

て提示した「地域に貢献し、地域に支えられる高校」の実現に向けて、以下１，「達成すべき内容」

を示す。 

 

１，「達成すべき内容」 

 

■「地域に貢献する高校」について 

①地域の生徒の進学先として教育に貢献し永続的に存続している高校 

②小規模校の良さを生かし、教師・生徒の良さを生かす高校 

③「個に応じた教育」がなされ、生徒一人ひとりの能力や個性が伸びる高校 

④感性豊かな心優しい生徒が育つ高校 

⑤進学・就職に最大限の努力を払う高校 

⑥在学する生徒に対して安心・安全に勉学する環境に取り組む高校 

⑦高校・生徒の元気が、地域を活性化させ、地域とともに歩む高校 

⑧垂水市の自然や産業などを生かし、地域と交流する高校 

⑨生徒が積極的にボランティア活動に参加し、社会貢献する高校 

⑩積極的な広報により地域へ情報を発信し理解を促進している高校 

 

■「地域に支えられる高校」について 

①生徒・保護者が信頼し支援している高校 

②教育目標や経営方針が広く周知されている高校 

③垂水市の行政が高校と交流を図り高校の課題に対して継続的に支援している高校 

④大隅地域や県の関係部署が地域教育力向上や地域間格差改善のために継続的に支援している高

校 

⑤同窓会組織が進学や就職、教育環境の改善に積極的に取り組んでいる高校 

⑥市民や関係団体が、交流を図り高校の活性化のために支援している高校 
 
※別添付属資料 

○研究報告書Ⅰ「垂水高校の存在意義と地域振興について」  【参考資料 1】 

○研究報告書Ⅱ「魅力ある垂水高校づくりの調査研究報告書」 【参考資料 2】 

○｢鹿児島県立垂水高等学校振興支援計画書｣         【参考資料 3】 
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（６）｢垂水高校の在り方(案)｣の実現・実効性の確保について 

 

～◎垂水地区検討会における「垂水高校の在り方」の取りまとめについての方向性について～

≪「垂水地区検討委員会」　と　垂水市｢垂水高校振興対策事業」　とのかかわり≫

｢大隅地域における垂水高校の在り方」　とは？

↓

｢垂水市にとって垂水高校はどういう存在であってほしいのか」 + 　(その裏付けとなるもの)

↓

【大隅地域検討委員会への報告内容】

■「在り方」のイメージ　

Ⅰ「地域に貢献する高校」について

Ⅱ「地域に支えられる高校」について

■垂水市のまとめた｢垂水高校の在り方」と｢魅力ある垂水高校づくり」の5つの柱の成果イメージ

■垂水市のまとめた｢垂水高校の在り方」についての｢大隅地域検討委員会」への提言　 (｢魅力ある垂水高校づくり検討委員会」研究報告書として作成)

生徒減少を踏まえた高校教育の専門性の確保 教育水準の維持向上 地域振興の視点

【垂水市における｢垂水高校存続・振興対策事業」】

5 垂水高校と関係団体の連携

①将来設計ができている生徒の育成  ②地元を知り、愛する生徒の育成  ③生徒一人一人が輝ける活動
の推進

魅力ある垂水高校づくり

鹿児島県・県教育庁の理解・指導・支援

垂水高校の教育方針・経営方針

①垂水高校が本市になくてはならない教育施設として位置付けされるため、本市全体の共通認識を図っ
ていく。

②魅力ある「垂水高校」をつくるため、市及び関係団体等があらゆる取り組みを進めていく。

③垂水高校振興施策の実現により、高校生の健全な育成に寄与していく。

④垂水高校振興施策の実現により、垂水市の地域活性化を図っていく。

．「魅力ある垂水高校
づくり」の目的

2 進学・就職の充実

【主題】　垂水高校のあり方として、「地域に貢献し、地域に支えられる高校」であることを望みます。(案)

　垂水高校の今まで果たしてきた役割や歴史・伝統的な背景を踏まえて

  垂水市では垂水高校が、在学の生徒・保護者、今後進学しようとしている生徒・保護者、そ
して垂水市民にとって「なくてはならない存在」であり、

今も、これからも

鹿児島県・県教育庁の理解・指導・支援

「大隅地域の公立高校の在り方検討委員会」のとりまとめ

垂水地区検討委員会

8/17　追加資料

具体的振興策 具体的支援策
◎市民・行政・関係団体等の取り組み

～支援ネットワークの構築と持続可能な存続対
策のために～

3 未来を担う人材づくり

4 垂水市の地域振興
①地域に信頼され期待される地域の中の学校づくり  ②垂水市への定住促進（子育て支援）  ③企業誘致
及び雇用対策

①県教委、大隅地域との連携促進  ②垂水高校振興対策協議会の活性化  ③関係団体等の活動支援

(５つの柱）

①就職、進学希望者の目標実現　②キャリア教育の推進　③地元企業対策（就職枠・雇用支援）

①県内でも人気のある学校づくり　②活力ある学校づくり　③地域貢献する学校づくり　④安心して通わせ
らせる学校づくり　⑤生活デザイン科の特色を生かした学校づくり

目標・施策の方向

1 学校のイメージアップ

●大隅地域

の活性化

●地域間格

差の改善

●鹿児島県

の目標実現

●青少年健

全育成寄与

●人材育成

●地域づくり

●地域活性

化

垂水市においては、「垂水高校の存続・振興」が垂水市総合計画で掲げる基本理念・将

来像の目標の実現に大いに貢献し、市民生活の向上・地域活性化に資するものである。

このことから、垂水市では現在「垂水高校存続・振興対策事業」をより充実させるために

取り組んでおり、垂水高校の振興に向けた垂水市全体での支援を行おうとしております。
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（７）第 2回大隅検討委説明時の垂水市のアピール ◎委員の皆さんに理解してもらいたいこと 
 
Ａ■垂水高校の存続・振興への行政・民間・高校の取り組み状況を理解してもらう 
今垂水市では 
①行政；｢垂水高校振興支援策｣を作成し、振興策の垂水高校等への提示をへて、今後具体的な支援策

等に取り組んでいくこと。 
②垂水高校；「生徒ひとりひとりに対してきめ細やかな指導を行い、夢実現をサポートする学校」を

目標に今後も頑張っていこうとしていること。 
③民間団体（ＮＰＯ・同窓会含む）等も｢垂水高校の振興｣について学校だけに任せることなく、民間

でどう支えていくか、そしてそのために何ができるかを考え取り組んでいこうとしている。 
 
◎｢垂水高校が今までよりももっと魅力あるものになっていく｣ということを広く心にとどめてもら

えるようにする。＝（垂水高校振興支援策のテーマである「魅力ある垂水高校づくり」） 
 
Ｂ■垂水高校が垂水市になくてはならないものであるということを理解してもらう。 
①生徒や保護者からのアンケートを通じた存続の願いの紹介 
②市民・民間団体等からの存続への思いの紹介。 
②垂水市の地域活性化やコミュニティの絆の向上に垂水高校の存在がなくてはならないものである

ことの説明。 
 
以上のＡ，Ｂは、翻って垂水市民の｢垂水高校がなくなってしまうのではないか｣というたいへんな危

機感が根底にあり、｢垂水高校はなくなっては本当に困る｣、｢であるからこそ、垂水高校を自分たち

の手でさらに盛り上げていこう｣という気持ちから始まったものであること。 
 
これにより、垂水市の｢垂水高校の在り方(案)｣は 
今もこれからも「地域に貢献し、地域に支えられる高校」として規定した。 
 
【結論】 
これらを実現するためには、まずは垂水高校自体、生徒、保護者が頑張っていくのが大切なことで

はあるが、それを外郭から一緒に手を取り合いながらサポートしていくのが、行政・民間団体・市民

の務めであり。 
また、県教委には｢少子化｣等による様々な影響を受けとめながらも高校振興のために積極的に各高

校をサポートしていくべきであるし、そのためにも大隅地域内の高校やサポートのネットワークが不

可欠であると考える。 
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（８）【垂水高校在り方(案)説明時；市長あいさつ（最後部分）】 

垂水市長  尾 脇 雅 弥 
 
今ご覧いただいた内容をまとめますと、 
現在垂水市においては｢魅力ある垂水高校づくり｣に向けて今まで以上に様々な方面において活動し

ており、 
たとえば、行政としては新たに｢垂水高校振興支援策｣を作成し、振興策の垂水高校等への提示をへて、

今後具体的な支援策等に取り組もうとしておりますし、 
 
また、垂水高校においても「生徒ひとりひとりに対してきめ細やかな指導を行い、夢実現をサポート

する学校」を目標に今後も頑張っていこうとしています。 
 
そして、民間団体やＮＰＯ等においても｢垂水高校の振興｣について学校だけに任せることなく、民間

でどう支えていくか、そしてそのために何ができるかを考え取り組んでいこうとしております。 
 
これらの取り組みは、｢垂水高校が今までよりも もっと魅力あるものに なっていくように｣と、垂

水市民が願い、手を取り合って支援の輪をひろげていこうとしているからにほかなりません。 
 
 垂水市では、この４月からの新たな振興・支援策を策定していく過程において、 
○生徒や保護者からのアンケートを通じた存続への願いや、 
○市民・民間団体等からの存続への思いをあらためてお聞きすることができ、 
垂水市の地域活性化やコミュニティの絆の向上に垂水高校の存在がなくてはならないものであるこ

とを再確認した次第です。 
 
これはひとえに垂水市民の｢垂水高校がなくなってしまうのではないか｣というたいへんな危機感が

根底にあり、 
｢垂水高校はなくなっては本当に困る｣、 
｢であるからこそ、垂水高校を自分たちの手でさらに盛り上げていこう｣という気持ちから始まったも

のであります。 
  
であるからこそ、垂水市の｢垂水高校の在り方(案)｣は今もこれからも「地域に貢献し、地域に支えら
れる高校」として規定させていただいたところです。 
 
これらを実現するためには、まずは垂水高校自体、生徒、保護者が頑張っていくのが大切なことでは

ありますが、それを外部から一緒に手を取り合いながらサポートしていくのが、行政・民間団体・市

民の務めであります。 
 
また、県や県教委には｢少子化｣等による様々な影響を受けとめながらも高校振興のために積極的に各

高校をサポートしていくべきであるし、そのためにも大隅地域内の高校やサポートのネットワークが

不可欠であると考えています。 
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 さて、今回の大隅地域の高校の在り方を考えますに、高校への入学者数の減少や少子化の就職口の

確保、郷土への愛着感など各高校自体が抱えている問題は、すなわち大隅地域内の自治体や、ひいて

は鹿児島県が抱えている問題と同じであり、そうであるからこそ、行政なり、大隅地域や県全体のみ

んなで知恵を出し合い、教育県である歴史を踏まえた新たなネットワークを構築して１０年後１００

年後の大隅・鹿児島県のあり方の課題解決に向けて努力して行かなければならないと考えます。 
 
地域再生の視点の第一は、今ある宝をどう生かしていくかだといわれています。 
子どもたちが私たちの背中を見つめています。 
 
次の世代にきちんとバトンタッチできる、そして育てていける大隅であるように願い、｢在り方(案)｣
の説明をこれで終わりたいと思います。 
 

以上 
 
 
 
 
 
＊参考 これまでに寄せられた｢振興策・支援策｣の提案 

 
 

広報強化
垂水高校の良いところ(少人数・先生が親身等)をもっとアピール、進学就職情報の充実、
市報/ＨＰ/FMでの広報、小中学生・保護者への広報充実、進学・就職先へのアピール、市
外中学校への広報強化

学力向上
学力の向上（課外授業、朝補習、個別指導、進学指導体制、進学校としてのﾚﾍﾞﾙｱｯﾌﾟ）、
経済的援助（奨学金、模試・資格取得、大学進学後の援助）、受験生へのアピール、ス
タッフの充実、特待・推薦の情報、特進ｺｰｽ設置

就職対策(ｷｬﾘ
ｱ教育)

求人情報提供の充実、資格取得の強化、経済的援助（資格取得）、就職（市内企業への斡
旋・支援、市内企業募集数の増、市内・市外県外企業の情報、市役所採用）、就職専門
員、若者が住みやすい環境、市内求人情報、地元産業(水産・農林等)学習

学科等
就職に結びつく学科の導入、学科の増（商業科・看護科・工業系・情報処理科・ﾊﾟﾃｨｼｴ
科・医療福祉系）、専門的な学科の導入・充実、外国人の先生(国際高校)

通学
通学バス(含むﾌｪﾘｰからのﾊﾞｽ)、市外からの通学者への交通費補助、バイク通学、フェ
リー通学者へ支援（定期代）

給食
学食、学校給食(栄養ﾊﾞﾗﾝｽ・経費安）、売店の充実、地元食材活用の給食、生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科
の活用

部活動等
新しい部活動また魅力ある部活動をつくる、部活動の強化、指導者の援助、地元の中学か
らの部活動がいかせる環境

学校づくり
この学校にしかない魅力、元気のある学校、施設環境整備、市の垂高支援委員会、垂水高
校独自の活動への支援

生活ﾃﾞｻﾞｲﾝ科 バザーの活用、垂高独自の特産物、地元の素材をいかした製品開発

その他
卒業生による講演、進学就職後の経費例示、就学支援金、体験発表の場、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ・学外ｲ
ﾍﾞﾝﾄへの参加、学校行事休日開催、校風・風紀・あいさつ・生活態度の向上、入学準備費
用への援助・分割支払い、地元高校の経費の安さアピール、市の施設の活用



28 
 

 
 
（１）「魅力ある垂水高校づくり検討会議」では以下の 3冊の調査研究報告書を作成した。 
①「 垂水高校の存在意義と地域振興について」調査研究報告書 

 垂水市民にとっての「県立垂水高等学校」の存在意義と地域振興について 
（１） 垂水市民にとっての「県立垂水高等学校」への思いと存続の願い  

（２） 「県立垂水高等学校」の変遷と垂水市の「過疎化」及び「少子高齢化」との関連について  

（３） 進学選択地に係る垂水市としての地理的特殊事情  

（４） 垂水市及び垂水市教育委員会のこれまでの「教育」振興への取り組み  

（５） 垂水市における「県立垂水高等学校」振興及び青少年育成への取り組み  

（６） 「県立垂水高等学校」存続と地域活性化について  

（７） 「県立垂水高等学校」存続と大隅地域の発展について  

（８） まとめ 「大隅地域に、そして垂水市にある垂水高等学校」の存在意義及び振興・支援策について  

 
②「垂水市の生徒（平成 22年 3 月卒業生）の進路状況調査により分析した特徴と垂水高等学校の

振興策について」調査研究報告書   

テーマ 1 垂水市の生徒は普通科・家庭科に入学することを避けているのか？  

テーマ２ 垂水市の生徒は普通科・家庭科に入学する生徒が少ないのか？  

テーマ３ 垂水市の生徒は私立の高校へ進学する生徒が多いのか？  

テーマ４ 垂水市の生徒は市外の学校へ行く割合が多いのはなぜか？  

テーマ５ 垂水市の生徒の高校進学の特徴は何か？  

テーマ６ 垂水市の生徒は普通科・家庭科はどこの地域の高校に進学しているのか？  

テーマ７ 垂水市の普通科希望の生徒はなぜ市外の普通科にいくのか？  

 

③「今後の少子高齢化を見据えた大隅地区の公立校の入学者定数への提言」調査研究報告書 

１．大隅地区内の高校学校配置状況  

２．各高校間の距離・通学時間、通学費からの圏域の設定  

３．大隅地区内の生徒数の推移  

４．大隅地域内の高校別進学状況及び今後の予測  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
（資料終わり） 

12,魅力ある垂水高校づくり調査研究報告書について 

－調査研究報告書③から【提言】部分抜粋－ 

これまでの検証結果から、垂水高校は、大隅地域内において、どうあるべきか、次のよう

に提言したい。  

１．大隅地域全体の均衡ある発展を目指すことを基本とし、学校配置や学科再編を検討す

ること。  

２．大隅地域内の距離的バランス、経済的負担の均衡から、垂水高校は垂水圏の拠点校と

して位置づけること。  

３．垂水高校は、垂水圏の普通科及び大隅地域内における家庭系学科（生活デザイン科）

の拠点校とすること。  


